
ふくしま医療機器開発支援センターは、2016年の開設からの

創成期を経て今、新たなステージとして医療機器の開発支援

を通し、広く医療関連産業の発展に貢献する活動を本格的に

スタートしました。

センターが有する“医療機器開発に欠かせない４つの機能”を

紹介します。

・生物学的安全性試験（医療機器GLP適合、AAALAC完全認証）

人体に直接使用する医療機器の試作品などを、大型動物（実

験用ブタ）に埋植して観察する試験を実施して安全性の評価を

行います。規制に対応する試験のほか、探索試験、性能試験、

ユーザビリティ試験にも柔軟に対応することができます。

・電気・物性・化学分析安全性試験（ISO/IEC17025認定）

EMC試験や、金属疲労試験、RoHS指令対象分析試験ほか多岐

にわたる安全性評価を行っています。

生物試験と電気安全性試験を同一施設で実施できるのは、日本

国内で「ふくしま医療機器開発支援センター」だけです。

新規参画
協働機関紹介

ふくしま医療機器開発支援センター
（一般財団法人ふくしま医療機器産業推進機構）

事業企画推進部 事業推進グループ
（兼）経営戦略室

■XII窓口担当

小林 香奈枝

協働機関概要協働機関概要

産学連携で取り組みたいこと産学連携で取り組みたいこと

2021年から、AMED医工連携イノベーション推進事業（地域連

携拠点自立化推進事業）の採択を受け、全国のアカデミア／ベ

ンチャー企業が挑戦する医療機器開発をサポートしていま

す。特に、アーリーステージにおけるニーズに対応した技術探

索・試作企業マッチングや非臨床安全性評価（非臨床POC※獲

得）に力を入れており、事業化のための新たな競争的資金獲得

へと導きます。医学系研究科、医学部附属病院及びXII連携機

関の皆さまには、ぜひ当センターをご活用いただくことで、皆

さまの研究成果を社会実装するための架け橋になりたいと考

えています。

※POC~proof of conseptの略。新しい技術について実現可能性があるか
検証すること
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■安全性試験

医療産業は、さまざまな規制

（保険償還を含む）や、基準な

どのルールを遵守する必要が

あります。新規参入企業などが、

それらを正しく理解し実践する

ために必要な、各種コンサル

ティングを実施しています。

■コンサルテーション

全国の大学等研究機関と試作開発企業、医療機器メーカーと部

材供給・OEM生産企業のマッチング活動を展開し、医療関連産

業のさらなる発展に貢献していきます。福島県のフラッグシップ

イベントである医療機器設計・製造展示会「メディカルクリエー

ションふくしま」は19年連続で開催しています（2023年11月１日

（水）～２日（木）福島県郡山市）。

■マッチング

実際の手術室、心臓

カテーテル室と同様

な施設、最新の医療

機器や高機能患者

シミュレーターを設

置しており、医師、

看護師、臨床工学技

士など医療従事者

のための実技トレー

ニングも実施できま

す。

■人財育成・
トレーニング

令和 5年 4月 1日付加入



●共同創業者兼取締役の角田誠は東京大学薬学系研究科の准

教授でもあり、長年、液体クロマト技術を用いて極微量の生

体代謝物の分析技術を研究してきた世界トップレベルの研究

者です。PITTANは、この技術をシード技術として分析化学を

日常生活の中で活用することで、生きとし生けるものが自

分”らしく”生きられる世の中を目指し、2022年度に誕生した東

大発関西育ちのディープテックスタートアップ企業です。

●PITTANは、フィジカルウェルビーイング(栄養/運動/ストレ

スマネジメントのバランスが重要)の実現が課題とされる現代

社会において、体内の栄養バランスに着目して行動変容を起

こしていくインナーケアが重要であると考えています。しか

し、体内の栄養バランスを日常生活の中で簡便に見ることが

できる手段はありません。そこで、インナーケアの中でも中

心的な役割を果たすアミノ酸のバランスを、簡便に取得できる

極微量の汗から分析するサー

ビスを開発しています。

新規参画
協働機関紹介

株式会社 PITTAN
令和 5年 5月 1日付加入

代表取締役CEO■XII窓口担当
辻本  和也

協働機関概要協働機関概要

XI I参画への期待XI I参画への期待

●皮膚についての科学的な知見、疾病データの取得など相談さ

せていただき、共同研究により推進したいと考えています。

●参画団体とのコラボレーションも積極的に進め、大学と企業

の複数者での共同プロジェクトも提案していきたいと考えてい

ます。

●アミノ酸バランスは肌の様々なコンディションにとって重

要であることから、まずは健康美を目指すインナーケアライ

フをサポートする美肌力見える化サービスを2023年度中に国

内先行リリース、2024年度中に米国でリリース予定です。

●このサービスではユーザーは通販、クリニック、フィット

ネスジム等でPITTAN独自開発の汗採取キットを購入し、自宅

で3分間、採取パッチを肌に貼り付けて汗を採取、PITTANの

ラボに発送します。PITTANラボにて分析、解析し、ユーザー

のモバイルアプリにスコアを表示するとともに、ユーザーは

インナーケア活動に有用な情報も確認することができます。

●また、病気になるとアミノ酸バランスが崩れることを利用し

て、アミノ酸バランスから疾病のリスクスクリーニングを行う

サービスも、ヒトとペット向けに展開していきます。
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岩谷産業株式会社は、LPガス、カセットコンロなどの総
合エネルギー事業と、酸素、窒素、水素、ヘリウムなどの
創業以来の産業ガス・機械事業、レアメタルやバイオマス
燃料などの資源や機能性フィルムなどを扱うマテリアル
事業の３つの事業を展開しています。
細胞製造分野においては、培養用の炭酸ガス、細胞の凍

岩谷産業株式会社
2022 年 10月 1日付  協働機関加入

■研究開発

西藤  万智

●出身：滋賀県
●趣味：宝塚観劇

（中央研究所）

■XII窓口担当

藤原 滉介

●出身：京都府
●趣味：サッカー

（産業ガス本部 エアガス部）

XII連携機関の紹介

現在の取組など PR現在の取組など PR

再生医療の
コールドチ

ェーンに貢
献します！

再生医療の
コールドチ

ェーンに貢
献します！

結や保管・輸送用の液体窒素、ドライアイスなどのガス、
凍結保存容器やドライシッパー、温度管理ロガーなどを
製品として揃え、お客様に対してワンストップでコールド
チェーンを提案・提供しています。
そのような中、弊社では「再生医療プロジェクト」を立上
げ、細胞の凍結・保管・輸送分野の産業化に貢献すべく

産学連携を進めながら自社のコア技術を磨
き、新たな商品・サービスを生み出すため
に日々活動をしております。
大阪大学では、2021年度に細胞凍結・保
管・輸送の共同研究講座を開設、吹田キャ
ンパスセンテラス４Ｆに研究室を構えて、大
学院工学研究科 紀ノ岡教授の指導の下、
研究開発を進めています。
また、弊社中央研究所（兵庫県尼崎市）で
は、2022年２月に再生医療・バイオ研究開
発拠点となるクリーンルームを設置しまし
た。自社にて細胞の培養から行うことで、
細胞製造企業に対して製造現場に見合っ
た提案をする力の向上を図ると同時に、
「細胞の気持ちが分かる」研究員の育成の
場として活用しています。
さらに、2024年に開業予定の中之島未来医
療国際拠点にも設立者・入居者として参画
し、再生医療の普及・発展に向けての取組
みを展開中です。
2022年度下期から参加している本活動に
おきましては、医学部及び附属病院や参画
企業の皆様と、細胞凍結・保管・輸送と
いった細胞製造から医療機関における治療
までのプロセス上の課題解決について議論
させていただき、再生医療の産業化に貢献
できるよう活動してまいります。ご指導の
程、よろしくお願いいたします。


